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みなとぴあに移築なった第四銀行住吉町支店の
列柱をイメージしました
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　下町エリアの歴史的な建物に光をあてる「下町たて
ものマップ」の制作が始まりました。古町周辺の「町
屋マップ」、「異人池・ドッペリ坂界隈マップ」、「古町
花街マップ」に続く四つ目のマップになります。
　第 1 回目の制作会議では、だいたいのマップのエ
リアを決めて、取り上げる建物を列挙しました。○○
の建物はどうなった、とか、○○通りの○○の建物っ
て古いんじゃないの、とか、ついつい話が拡がり、時
間はあっという間に過ぎていきました。
　第２回目の会議では、ラフを見ながら何を盛り込む
かを相談しました。次第にマップのイメージがくっき
りと浮かび上がってきています。

町屋部材を移転

　5 月 27 日、移築再建に向けて保管していた町屋部
材の、移譲を前提とした移動を行ないました。
　思い起こすと部材は、好意により建設会社さんの
敷地を 2 回にわたり移転、その後聖籠の二宮家米蔵、
米蔵軒先、そして市から一時保管の協力をいただき、
今回五泉の工務店さんの倉庫へと、幾度となく移転を
繰り返してきました。今回が最後の移転になると思い
ます。
　町屋再建に向け、部材は今まで以上に良い環境での
保管となることでしょう。近い将来何らかの形でこの
町屋が再建できることを願っています。（伊藤純一） 部材を移転する現場

！当会事務局のファクス番号が 025-228-2537 に変わりました。
お間違いのないようにお願いいたします。

下町マップ制作始まる

▱▱▱▱▱
全国町並み保存連盟に加盟

▱▱▱▱▱
　検討を重ね、このたび加盟した NPO 法人「全国町
並み保存連盟」は 1975 年に設立され、約 70 団体が
参加しています。毎年開催される全国町並みゼミには、
市民、行政、研究者、学生など数百名が参加。最新情
報を交換し、交流を深めています。
　今年の第 34 回全国町並みゼミ飛騨市大会は、9 月
30 日（金）から 10 月 2 日（日）にかけて開催されます。
参加希望の方は、事務局までお知らせください。（岡
崎篤行）

　マップ制作は、新たに世話人となった伊藤頼子さん
を中心に作業を進めています。
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　5 月 14 日（土）、新潟市歴史博物館で平成 23 年度
総会を開催しました。前年度の事業報告・会計報告と
本年度の事業案・予算案は、ともに承認をいただきま
した。
　総会のあと、当会で保管している町屋部材の報告会
を行ないました。大倉代表が、10 年近く前の、移転
前のギャラリー新潟絵屋の近所にあった町屋の住人と
の出会いから、外見からは分からない奥深い町屋の魅
力に魅せられたこと、その町屋も広小路の拡張にとも
ない取り壊されそうになったこと、町屋の移転再建を
目指す活動を始めた経緯などを、撮りためた写真を見
せながら説明しました。
　スクリーンには町屋の公開イベントの様子、取り壊
しの作業を追った一連の写真が映し出されました。広
小路拡張前のまちなみに懐かしさを感じられた方も少
なくなかったのではないでしょうか。

　　　　　　　　　　　　
　　　　（単位：円）

■収入の部
会議費（預かり）  102,000 
会費  301,000 
寄附金  10,000 
旧齋藤家立替分  27,600 通信費の立替
事業収入  652,930 マップ売上　

　　　　86,660 円　
イベント収入　
　　　 566,270 円

利息  170 
前年度繰越  909,567 
合計  2,003,267 

■支出の部
印刷費  227,730 
会議費  126,188 
会場費  465,100 イベント会場費
交通費  600 
雑費  16,100 
謝礼  60,000 
消耗品  62,355 
賃借料  61,500 ブース賃借料、

機材レンタル
通信費  128,512 当会分　100,912 円
部材保管費  18,000 
手数料  1,674 
次年度繰越  835,508 
合計  2,003,267 

未収金  300,000 助成金

　続いて岡崎副代表が新潟の町屋についてレクチャー
を行ない、それから旧小澤邸に向かいました。新潟市
のご好意で、公開に先立って特別に見学させてもらっ
たものです。
　改修前の小澤邸を拝見したことのある世話人は、耐
震工事の、金属の柱と筋交いを部屋のあちこちに取り
付けるやり方に強い違和感を感じています。
　とはいえ、近代初めの新潟の町屋を代表する堂々た
る建物です。凝った意匠のほどこされたお座敷に立つ
と湊町の繁栄がしのばれます。（千早和子）

2010 年度会計報告

部材の報告会から
　当会発足の出発点になったのが、旧東厩島町の町屋
の「移築支援」運動でした。運動の結果、市民の募金
の助力で解体された町屋の部材が、その後当会所有と
なりました。
　明治 20 年代に建設されたと推定される「ミセ」部
分のない専用住宅であった同町屋の間取りや造りは、
明治 40 年代に建てられたと推定される旧小澤家住宅
の「町屋」部分と酷似しており、当時の新潟の町屋の
ひとつの標準形を伝えていると思われます。
　屋外保管の時期も長かった部材は、新しい所有者の
手に今後が委ねられることになりました。何らかの有
効活用がなされる時には、当会としても全面協力して
ゆきたいと思っています。（大倉宏）

解体が進み、軸組だけになった町屋。通り
土間に陽光が射し込む。

総会と小澤邸の特別見学　　下町あるきも
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　今回初のこの講座は、新潟が誇る財産である「ふる
まち新潟をどり」を、より深く楽しむために企画しま
した。
　日本舞踊市山流家元の市山七十世（いちやま　なそ
よ）さんから、実際の扇や小鼓を用いながら、鑑賞の
壺を教えていただきました。私も花街の舞踊公演であ
る「をどり」の歴史などについて、お話しさせていた
だきました。
　若手芸妓の雪江さん、ほのかさんもご参加くださり、
和やかかつ華やかな雰囲気で、12 名の受講者の方々
にも好評だったようです。

　新潟をどり当日
　は、例年より多
くの観客が集まり、
当会の企画も貢献
していると評価し
ていただいたのは、
望 外 の 喜 び で す。
講座は来年も実施
予定ですので、ぜ
ひご参加ください。

（岡崎篤行）

連続講座
初心者のための「ふるまち新潟をどり」
　　　　　　　　　　　　　　　　　開催

市山七十世さん。

解体された町屋の思い出

　6 月から二人世話人が増えました。　　　　　　　
　　　　　　　　　　　＊
伊藤頼子さん
　２年前、新潟市民大学の新潟学講座を受講、新潟の
面白さに目覚めました。なんでもっと早く新潟の魅力
に気付かなかったのか……嗚呼、勿体無い！と巷を漂
っていたところ、「新潟まち遺産の会」の伊藤純一氏
に一本釣りされ、このたび下町マップ作成の役目を仰
せつかりました。思わず欲しくなるマップを作成した
いです。どうぞよろしくお願いします（江南区在住・
建設会社 ( 設計 ) 勤務）。
※ 趣味でマイブックに日々いろいろを描いています。

佐野育実さん
　新潟大学都市計画研究室の卒業生です。出身は山梨
です。東京で働いた後、再び新潟で暮らしています。
　古い町並を見ると心が躍ります。新潟のまちづくり
や観光の発展に繋がることがしたいと思い入会いたし
ました。

◇◆◇◆　世話人自己紹介　◇◆◇◆

（写真左から）移築支援運動の一環として開催したイベントのち
らし。／在りし日の町屋の座敷。／床の間と書院。
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本会と花街のまちづくりで交流のある東
京神楽坂の NPO 法人粋なまちづくり倶楽部
では、東京大学などと協力して、神楽坂界隈
にある戦後建築の実測調査を行い、5 件の登
録有形文化財の登録を行ったそうです。

国の制度では、建築後 50 年を経過したも
のは、登録有形文化財の対象とされています
ので、戦後の建築であっても昭和 30 年代前
半までは、その射程に入ってきているのです。

空襲により戦前建築を焼失した神楽坂で
は、戦災からの復興のなかで昭和 20 年代に
再建された料亭や住宅が、現在、マスコミに
もよく取り上げられる趣のある空間の重要な
要素となっています。それを何とか残そうと
取り組んでいるのです。

幸い戦災を受けなかった新潟では、下町
の町家、古町花街の料亭・茶屋・元置屋の建
物、西大畑から関屋松波町にかけての洋館付
き住宅、水道町の旧市営住宅など、戦前の建
築がたくさん残っていますので、それらをど
のように活用しながら継承していくかが、ま
ずは大きな課題になっています。

一方で、「昭和」という時代が歴史になり
つつある昨今、戦後の建築にも目を向けて、
まち遺産として残す努力を始めなくてはいけ
ない気もしています。残したい戦後の建築、
皆さんの周りにありませんか？（今村洋一）

戦後建築にも
目を向けるときが来ている？

世話人リレーエッセイ

　東日本大震により、国の重要伝統的建造物群保存地区に選定されている千葉県香取市の佐原でも、屋根瓦の落
下、土壁の崩落など甚大な被害が発生しました。そこで、全国町並み保存連盟の仲間である NPO 法人「小野川
と佐原の町並みを考える会」では、支援金を募っています。連盟加盟地区では、最も大きな被害となっています。
ご協力をお願いします。

　　ゆうちょ銀行口座番号　００１７０- ４- ５７５１７２
　　口座名義人　特定非営利活動法人　小野川と佐原の町並みを考える会
　　※ ご依頼人欄に住所氏名と一緒に支援金とお書き添え下さい。

佐原の地震被害と募金のお願い

渡辺写真館その 10

　本町通り 12番町にあった木造３階建ての丸洋商店。下
は 2000 年に同じ場所を撮影したもので、駐車場になっ
ています。

□ □ □ □ □ □ □  編 集 後 記 □ □ □ □ □ □ □  
　あまりの暑さに、しもまちマップの調査もままなりませ
ん。現地調査は涼しくなってから本格始動します。
　　　　　　　　　　　　＊
　毎月第２火曜日の６時から、市民活動支援センター（西
堀）でマップ会議と世話人会を開き、会の活動について話
し合っています。お気軽にご参加ください。日時は変更す
る場合がありますので、事務局にご連絡ください。


